
(57)【要約】

【課題】内視鏡先端部の短縮化及び細径化を促進する。

【解決手段】ＣＣＤ２１の後方側面２１Ｒに、側面電極

（端子）Ｋ１ を設け、回路基板２４の前方側面２４Ｆに

、上記側面電極Ｋ１ に接続するための側面電極Ｋ２ （端

子）を設け、上記側面２１Ｒと２４Ｆを当接することに

より側面電極Ｋ１ とＫ２ を接続する。これにより、従来

のＣＣＤと回路基板の上面に設けられていた電極が削減

され、撮像装置２０の縦方向の長さが短くなる。また、

ＣＣＤ２１の下側に回路基板２４の一部を配置しないの

で、撮像装置２０の高さも小さくなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 観 察 体 を 撮 像 す る 撮 像 素 子 体 と 、 こ の 撮 像 素 子 体 が 接 続 さ れ 、 信 号 の 入 出 力 を 行 う た
め の 回 路 基 板 と を 有 し 、 内 視 鏡 先 端 部 内 へ 配 置 さ れ る 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に お い て 、
　 上 記 撮 像 素 子 体 の 側 面 に 電 極 を 設 け る と 共 に 、 上 記 回 路 基 板 の 側 面 に も 電 極 を 設 け 、
　 こ れ ら 両 側 面 電 極 を 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 撮 像 素 子 体 の １ 側 面 の み に 電 極 を 配 置 す る と 共 に 、 上 記 回 路 基 板 の １ 側 面 の み に 撮
像 素 子 側 電 極 を 配 置 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 撮 像 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 、 特 に 撮 像 装 置 が 収 納 配 置 さ れ る 内 視 鏡 先 端 部 を 細 径 化 及 び
短 縮 化 す る こ と が で き る 撮 像 素 子 と 回 路 基 板 の 接 続 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ７ に は 、 電 子 内 視 鏡 先 端 部 の 細 径 化 を 図 る 従 来 の 撮 像 装 置 の 一 構 成 例 （ 特 開 ２ ０ ０ ０
－ １ ９ ４ ２ ７ ） が 示 さ れ て い る 。 図 ７ の 撮 像 装 置 １ で は 、 対 物 光 学 系 ２ の 後 側 に プ リ ズ ム
３ が 設 け ら れ 、 こ の プ リ ズ ム ３ の 下 側 に 、 カ バ ー ガ ラ ス ４ を 介 し て 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ
Ｃ Ｄ ５ が 配 置 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ５ の 撮 像 面 （ 上 面 ） の 前 端 （ 先 端 側 ） 及 び 後 端 に は 、 電
極 ｋ １ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 電 極 ｋ １ に 接 続 さ れ 、 か つ カ バ ー ガ ラ ス ４ に 挟 ま れ る 形 で
リ ー ド 線 ６ が 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｃ Ｄ ５ の 下 側 に 、 収 納 溝 ７ ａ を 有 す る 回 路 基 板 ７
が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 回 路 基 板 ７ に は 、 上 記 リ ー ド 線 ６ を 接 続 す る た め の 電 極 ｋ ２ と 信
号 線 接 続 の た め の 電 極 ｋ ３ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ ５ は 、 回 路 基 板 ７ の 収 納 溝
７ ａ に 配 置 さ れ 、 電 極 ｋ １ と ｋ ２ を リ ー ド 線 ６ で 接 続 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｃ Ｄ ５ が 回 路 基
板 ７ に 接 続 さ れ 、 こ の 回 路 基 板 ７ の 電 極 ｋ ３ に 信 号 線 を 接 続 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｃ Ｄ ５ で
得 ら れ た 映 像 信 号 を 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ に は 、 図 ７ の 撮 像 装 置 １ を 配 置 し た 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 先 端
部 ８ に は 、 上 記 撮 像 装 置 １ の 両 側 に ラ イ ト ガ イ ド ９ ａ ， ９ ｂ が 配 置 さ れ 、 回 路 基 板 ７ の 下
側 に 処 置 具 を 被 観 察 体 内 へ 導 入 す る た め の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ が 配 置 さ れ る 。 こ の
よ う な 先 端 部 ８ に お い て は 、 図 か ら も 理 解 さ れ る よ う に 、 対 物 光 学 系 ２ を 含 む 撮 像 装 置 １
の 高 さ と 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ の 直 径 を 加 え た 長 さ で 内 視 鏡 の 径 （ 直 径 ） Ｄ １ が 決 ま
る こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ４ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 内 視 鏡 先 端 部 ８ の 内 視 鏡 軸 方 向 の 短 縮 化 の た め に 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ ５ 及 び 回 路 基
板 ７ の 前 後 方 向 に 配 置 さ れ て い る 電 極 ｋ １ ， ｋ ２ の 存 在 に 着 目 し 、 図 ６ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） の
よ う な 構 成 の 撮 像 装 置 １ １ が 提 案 さ れ て い る 。 即 ち 、 図 ６ の 撮 像 装 置 １ １ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ で
は 、 前 端 側 の 電 極 部 を な く し て 後 端 側 へ 全 て の 電 極 ｋ １ を 配 置 し 、 回 路 基 板 １ ３ で も 前 方
の 電 極 部 を な く し て 後 方 の 電 極 部 に 上 記 電 極 ｋ １ に 対 応 し た 数 の 電 極 Ｋ ２ を 設 け る 。 こ れ
ら 電 極 ｋ １ 及 び ｋ ２ は 、 精 密 機 械 等 で ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン ク 接 続 （ 或 い は テ ー プ オ ー ト メ イ
テ ッ ド ） さ れ る の で 、 信 号 線 を 接 続 す る 電 極 Ｋ ３ と 比 較 す る と 、 小 さ な 面 積 の 電 極 に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 上 記 の Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ を 回 路 基 板 １ ３ の 段 差 部 に 配 置 し て ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ５
に よ っ て 電 極 ｋ １ と ｋ ２ の 接 続 を 行 い 、 カ バ ー ガ ラ ス １ ４ を 接 着 す れ ば 、 図 ６ （ Ｃ ） の よ
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う に 組 み 立 て ら れ る 。 こ れ に よ れ ば 、 図 ７ で 説 明 し た 撮 像 装 置 １ と 比 較 す る と 、 前 方 の 電
極 ｋ １ ， ｋ ２ を 配 置 し た 電 極 部 が な く な る の で 、 こ の 分 の 長 さ の 短 縮 化 を 図 る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 図 ６ の 構 成 に お い て 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ の 一 側 面 （ 後 端 面 ） 及 び こ れ に 対 応 す る 回 路
基 板 １ ３ の 電 極 部 に 必 要 な 数 の 電 極 （ ｋ １ ， ｋ ２ ） を 配 置 で き る 場 合 は よ い が 、 細 径 化 す
る た め の Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ 及 び 回 路 基 板 １ ３ の 横 幅 と の 関 係 で 必 要 な 数 の 電 極 を 配 置 す る こ と が
で き な い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 先 端 部 の 細 径 化 を 図 る た め の 要 素 と し て 、 上 記 回 路 基 板 ７ ， １ ３ の 厚 み に
着 目 す る こ と が で き 、 こ の 回 路 基 板 ７ ， １ ３ の 厚 み を な く す こ と が で き れ ば 、 更 な る 細 径
化 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 短 縮 化
を 促 進 す る こ と が で き 、 ま た 撮 像 素 子 用 回 路 基 板 の 厚 み に 着 目 し た 先 端 部 の 細 径 化 が 可 能
と な る 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 被 観 察 体 を 撮 像 す る 撮 像 素 子 体 と
、 こ の 撮 像 素 子 体 が 接 続 さ れ 、 信 号 の 入 出 力 を 行 う た め の 回 路 基 板 と を 有 し 、 内 視 鏡 先 端
部 内 へ 配 置 さ れ る 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に お い て 、 上 記 撮 像 素 子 体 の 側 面 に 電 極 を 設 け る と 共
に 、 上 記 回 路 基 板 の 側 面 に も 電 極 を 設 け 、 こ れ ら 両 側 面 電 極 を 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 上 記 撮 像 素 子 体 の １ 側 面 の み に 電 極 を 配 置 す る と 共 に 、
上 記 回 路 基 板 の １ 側 面 の み に 撮 像 素 子 側 電 極 を 配 置 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 側 面 に 電 極 を 設 け る こ と に よ り 、 撮 像 素 子 体 と 回 路 基 板 の 上 面 の
電 極 を 減 ら す こ と が で き 、 ま た 例 え ば 全 て の 電 極 を 撮 像 素 子 後 方 の １ 側 面 に 配 置 す る 場 合
は 前 方 の 電 極 部 が 不 要 と な る の で 、 撮 像 素 子 体 及 び 回 路 基 板 の 縦 方 向 （ 内 視 鏡 軸 方 向 ） の
長 さ を 短 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 方 の 電 極 部 が 必 要 な け れ ば 、 撮 像 素 子 収 納 部 を な
く し て 回 路 基 板 の 厚 み を 撮 像 素 子 に 合 わ せ る こ と が で き 、 回 路 基 板 の 薄 型 化 に よ り 内 視 鏡
先 端 部 の 細 径 化 を 促 進 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に よ れ ば 、 電 極 配 置 に 着 目 し た 先 端 部 の 短 縮 化 と 、 回 路 基 板
の 厚 み に 着 目 し た 先 端 部 の 細 径 化 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 図 １ （ Ａ
） は 、 撮 像 素 子 の 前 後 の 向 き を 図 １ （ Ｂ ） と は 反 対 に し た も の で あ る 。 図 １ （ Ａ ） に 示 さ
れ る よ う に 、 撮 像 装 置 ２ ０ の 撮 像 素 子 体 と し て の Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ は 上 面 が 撮 像 面 （ 斜 線 部 ） ２
１ Ｓ と な る が 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ の 後 方 側 面 ２ １ Ｒ に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ 側 の 全 て の 側 面 電 極 （ 端
子 ） Ｋ １ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ の 撮 像 面 ２ １ Ｓ を 覆 う よ う に カ バ ー ガ ラ
ス ２ ２ が 接 着 配 置 さ れ る （ こ の カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ は 透 視 表 示 し て い る ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 図 １ （ Ｂ ） 及 び 図 ２ （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 回 路 基 板 ２ ４ は Ｃ Ｃ Ｄ ２
１ と 横 幅 及 び 厚 み が 略 同 一 と な る 方 形 の 板 で あ り 、 こ の 前 方 （ 先 端 側 ） 側 面 ２ ４ Ｆ に 、 上
記 側 面 電 極 Ｋ １ に 接 続 す る た め の 側 面 電 極 Ｋ ２ （ 端 子 ） が 設 け ら れ る 。 こ の 側 面 電 極 Ｋ ２

は 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ の 側 面 ２ １ Ｒ を 略 同 一 形 状 の 回 路 基 板 ２ ４ の 側 面 ２ ４ Ｆ に 当 接 し た と
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き 、 上 記 側 面 電 極 Ｋ １ と 対 面 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 こ の 回 路 基 板 ２ ４ の 上 面 に 、
信 号 線 を 接 続 す る た め の 電 極 Ｋ ３ が 設 け ら れ 、 こ の 回 路 基 板 ２ ４ の 下 面 に は 回 路 素 子 ２ ５
（ 図 ３ ） を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 図 ２ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に も 示 さ れ る よ う に 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ と 回 路 基 板 ２ ４ は 、
そ の 左 右 側 面 及 び 上 下 面 の 位 置 を 合 わ せ て 後 方 側 面 ２ １ Ｒ と 前 方 側 面 ２ ４ Ｆ を 当 接 し 、 電
極 Ｋ １ と 電 極 Ｋ ２ を 接 続 す る こ と に よ り 、 図 １ （ Ｃ ） ， 図 ２ （ Ｃ ） の よ う に 、 一 体 の 撮 像
装 置 ２ ０ と し て 組 み 立 て ら れ る 。 こ の 場 合 の Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ と 回 路 基 板 ２ ４ と の 固 定 は 、 後 方
側 面 ２ １ Ｒ と 前 方 側 面 ２ ４ Ｆ の 接 着 面 の 外 周 部 に 接 着 剤 を 流 し 込 む こ と に よ っ て 行 う こ と
が で き 、 電 極 Ｋ １ と 電 極 Ｋ ２ の 一 方 の 各 々 を 突 起 （ 凸 部 ） と し て 形 成 す る と 共 に 、 他 方 の
各 々 を 凹 部 に 形 成 し 、 突 起 と 凹 部 を 嵌 合 さ せ た 状 態 で 後 方 側 面 ２ １ Ｒ と 前 方 側 面 ２ ４ Ｆ を
接 着 剤 で 接 着 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 バ ン プ 方 式 を 用 い て 熱 、 超 音 波 、 高 周 波 等 に
よ っ て 電 極 同 士 の 接 続 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に は 、 上 記 の 撮 像 装 置 ２ ０ を 挿 入 配 置 し た 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ
の 先 端 部 ２ ６ に は 、 従 来 と 同 様 に 、 上 記 撮 像 装 置 ２ ０ の 両 側 に ラ イ ト ガ イ ド ９ ａ ， ９ ｂ が
配 置 さ れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ 及 び 回 路 基 板 ２ ４ の 下 側 に 処 置 具 を 被 観 察 体 内 へ 導 入 す る た め の 処
置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 第 １ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 従 来 と 比 較 し て 撮 像 装 置 ２ ０ の 前 後 方 向 （ 内 視
鏡 軸 方 向 に 対 応 す る ） の 長 さ の 短 縮 化 と 、 薄 型 化 が 図 ら れ る 。 即 ち 、 図 ２ （ Ｂ ） と 図 ６ 及
び 図 ７ と の 比 較 か ら 分 か る よ う に 、 実 施 例 で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ 上 面 の 前 方 及 び 後 方 の 電 極 （
ｋ １ ） と 、 回 路 基 板 ２ ４ 上 面 の Ｃ Ｃ Ｄ 接 続 側 電 極 （ ｋ ２ ） が な い の で 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ と 回 路
基 板 ２ ４ の 前 後 （ 縦 ） 方 向 の 長 さ が 短 く な り 、 こ の 結 果 、 撮 像 装 置 ２ ０ の 全 体 の 長 さ Ｌ ３

を 、 図 ７ の Ｌ １ ， 図 ６ の Ｌ ２ よ り も 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ と 図 ８ と の 比 較 か ら 分 か る よ う に 、 図 ８ で は Ｃ Ｃ Ｄ ４ の 下 側 に 回 路 基 板 ７ の
一 部 が 存 在 す る の に 対 し て 、 図 ３ で は Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ の 下 側 に 回 路 基 板 ２ ４ が 配 置 さ れ な い の
で 、 そ の 分 、 先 端 部 ２ ６ の 径 （ 直 径 ） Ｄ ２ は 先 端 部 ８ の 径 Ｄ １ よ り も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に は 、 上 面 電 極 と 側 面 電 極 を 用 い た 第 ２ 実 施 例 の 撮 像 装 置 の 構 成 が 示 さ れ
て い る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 撮 像 装 置 ２ ８ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ９ に は 、 そ の 後 端 上 面 に 電 極 ｋ

１ を 設 け る と 共 に 後 方 側 面 ２ ９ Ｒ に １ つ の 電 極 Ｋ １ （ 複 数 の 電 極 で も よ い ） を 設 け 、 回 路
基 板 ３ ０ に も 、 そ の 前 端 上 面 に 電 極 ｋ ２ を 設 け る と 共 に 前 方 側 面 ３ ０ Ｆ に １ つ の 電 極 Ｋ ２

を 設 け る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 第 ２ 実 施 例 で は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 両 方 の 側 面 ２ ９ Ｒ と ３ ０ Ｆ を 合 わ
せ 電 極 Ｋ １ と Ｋ ２ を 接 触 さ せ た 状 態 と し て 、 上 面 の 電 極 ｋ １ と ｋ ２ を リ ー ド 線 ３ １ で 接 続
す る 。 上 記 の 電 極 Ｋ １ と Ｋ ２ は 、 例 え ば φ － Ｖ Ｓ Ｕ Ｂ 信 号 線 の 接 続 電 極 と し て 用 い る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 の 構 成 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ９ 及 び 回 路 基 板 ３ ０ の 横 幅 に 必 要 な 数 の 電 極 を 配 置
で き な い 場 合 に 有 効 で あ り 、 上 面 電 極 ｋ １ ， ｋ ２ に 加 え て 側 面 電 極 Ｋ １ ， Ｋ ２ を 設 け る こ
と で 、 必 要 な 数 の 電 極 を 配 置 し 、 従 来 （ 図 ７ ） の 前 方 に 設 け ら れ て い た 回 路 基 板 （ ７ ） の
電 極 部 （ ｋ ２ ） を な く す こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て も 、 先 端 部 の 短 縮 化 、 細 径 化 を 達 成
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で 、 図 （ Ａ ） は
撮 像 素 子 及 び カ バ ー ガ ラ ス の 図 （ 他 の 図 と は 前 後 の 向 き が 逆 と な る ） 、 図 （ Ｂ ） は 撮 像 素
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子 と 回 路 基 板 の 接 続 前 の 図 、 図 （ Ｃ ） は 撮 像 素 子 と 回 路 基 板 の 接 続 後 の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 撮 像 素 子 と 回 路 基
板 の 接 続 前 の 上 面 図 、 図 （ Ｂ ） は 撮 像 素 子 と 回 路 基 板 の 接 続 後 の 上 面 図 、 図 （ Ｃ ） は 接 続
後 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 の 撮 像 装 置 を 内 視 鏡 先 端 部 内 へ 配 置 し た と き の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 例 の 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 例 の 接 続 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 提 案 の 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 撮 像 素 子 と 回 路 基 板 の 接 続 前 の 上 面 図
、 図 （ Ｂ ） は 撮 像 素 子 と 回 路 基 板 の 接 続 後 の 上 面 図 、 図 （ Ｃ ） は 接 続 後 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で 、 図 （ Ａ ） は 対 物 光 学 系 及 び プ リ ズ ム の 図
、 図 （ Ｂ ） は 撮 像 素 子 及 び 回 路 基 板 の 図 、 図 （ Ｃ ） は 回 路 基 板 の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 撮 像 装 置 を 内 視 鏡 先 端 部 内 へ 配 置 し た と き の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ， １ １ ， ２ ０ ， ２ ８ … 撮 像 装 置 、
　 ４ ， １ ４ ， ２ ２ … カ バ ー ガ ラ ス 、
　 ５ ， １ ２ ， ２ １ ， ２ ９ … Ｃ Ｃ Ｄ 、
　 ７ ， １ ３ ， ２ ４ ， ３ ０ … 回 路 基 板 、 　 ８ ， ２ ６ … 先 端 部 、
　 ｋ １ ， ｋ ２ ， ｋ ３ ， Ｋ ３ … 電 極 、 　 　 　 　 Ｋ １ ， Ｋ ２ … 側 面 電 極 。
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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